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共鳴摂動磁場（RMP）が静的に印加された領域

における高温プラズマの挙動の理解は、核融合

プラズマの閉じ込め性能の改善において重要

であるが、近年、その理解が不十分であること

が明らかになってきた。本研究では、トロイダ

ルプラズマの衝突輸送現象に対するRMPの与え

る影響について、ドリフト運動論的シミュレー

ションを用いて調べている。これまでの成果と

して、熱拡散係数はχr~χr
NC+cqRaxvth|δBr|2/|Bax|2の

ように評価できることを明らかにした。係数c
以外の熱拡散係数のパラメータ依存性は、

Rechester-Rosenbluthの磁力線拡散理論と同

じであることに注意。この係数cは、磁力線拡

散理論ではπであるが、シミュレーションでは

それよりもはるかに小さな値になり、係数cの
パラメータ依存性は現時点では未知である。こ

れまでの研究では円形トカマク磁場を主に用

いていて、依存性を調べるためのパラメータ領

域が狭かったため、現実的で多様なトーラス型

磁場配位における輸送計算を行うことが必要

である。
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